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＜連絡事項＞

· 五日市　規様～皮膚科処置の変更あり。両足　急性湿疹化改善された為、デルモゾールG軟膏の処置は止めとなります。ラミシールクリームの処置は継続となります。

· 木村　梅子様～咳嗽、鼻汁あり、内科診察にて臨時薬が処方となっています。

1 タベジール　2T　2×ndE　本日の夕から4日分

2 カフコデN　6T　2×ndE　本日の昼から4日分

本日3/17から3/21までの4日分の処方となります。現在、発熱はありませんが、引き続き全身状態等を観察して下さい。

· 元沢　政治様～日中の眠気あり、日課にも影響がある為、本日より就床前薬ユーロジン（2）1Tが減薬となります。眠気や訴えの有無、日課への参加状況、睡眠状況の観察をお願いします。

＜受け持ち患者様ＮＣＰ評価＞

大上　なみ様～最近、菓子の摂取量が増えてきており、食事に残食見られる等食事にも影響が見られています。体重も以前に比べ増加してきています。現在、運動として朝、昼の毎食後に20分間の廊下ウォーキングを行って頂いていますが、今後はダンベル体操やストレッチ等の運動も追加し、菓子の摂取の仕方についても本人と話し合いながら決めていきたいと思います。

　　　　　　　　

浅野　秀子様～最近になり、排泄に関する訴えが多く聞かれる様になってきています。作業療法やリハビリテーションプログラムへは参加する事出来ていますが、排泄を気にされている様子が見られます。日課への大きな支障はありませんが、排泄に関しての不安を軽減し、日課へもスムーズに参加出来る様、現在のケアプランは継続とします。

　　　　　　　

＜勉強会：脳梗塞＞

脳梗塞とは？

　梗塞とは血管が詰まってしまい、血液の行かなくなった部分が死んでしまった状態のことです。脳へ血液を送る血管が詰まって脳の組織が死んでしまった状態を脳梗塞といいます。 

脳梗塞の原因

　脳血栓、脳塞栓、という言葉を御存知でしょうか？いずれも脳の血管がつまったり細くなったりする状態なのですが、つまり方が少々違います。脳血栓とは、脳の血管に動脈硬化などの変化が起こり、そのような部分に血液が固まって血管が細くなったり、つまってしまった状態です。 脳塞栓とは、心臓や心臓を出てから脳に至る前の血管の中で血液が固まった血栓が出来て、これが血液の流れに乗って脳の血管に入り込んで脳の血管をつめてしまう状態です。いずれの場合も血液が不足したままだと脳の組織が梗塞になってしまいますが、早期に脳の血流が改善すると脳梗塞を免れたり、障害を最小限で食い止めることが可能になります。そのような理由で早期からの治療が大切になります。
脳梗塞の症状

　脳梗塞が起こった場所によって症状は様々ですが、よく知られた症状は麻痺、しびれ、構音障害、などです。その他、めまい、ふらつき感、失語症（言葉が分からなくなったり、話せなくなる）、ぼけてしまったような症状（人の顔がわからなくなる、道に迷う、道具の使い方がわからなくなる、衣服をうまく着ることができない）が出ることもあります。 症状の起こりかたとしては、活動中に急に症状がでるような場合と、気がついたらいつの間にか症状がでているような場合があります。一般的には脳塞栓は前者、脳血栓は後者のような発症のしかたが多いのですが、必ずしもそうとはかぎりません。
治療
内科的治療

残念ながら脳梗塞が完成してしまうとその部分の脳はもとには戻りません。しかし、脳梗塞が完成してしまう前に血流が再開通したり、血管が詰まったままでも周りから血流が補われると完全な脳梗塞にはならずに済んだり、脳梗塞になっても最小限の障害で済んだりします。そのため、麻痺などの神経症状が出てから間もない時は血栓や塞栓を溶かす薬を使ったり、微少な血液の循環を改善させる薬をつかったり、血栓や塞栓を出来にくくする薬を使ったりします。このような治療を内科的治療と呼んでいます。多くの場合、内科的治療だけでもかなりの治療効果が期待できます。 
















